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1．緒言 

 

本報告書は、再処理施設保安規定に基づき 2 0 0 6 年度に日本原子力研究開発機構東海研究

開発センター核燃料サイクル工学研究所が実施した環境放射線等の監視結果をとりまとめたも

のである。 

本報告書の内容は、以下のとおりである。 

(1) 2 0 0 6 年 4月から 2 0 0 7 年 3月の間の陸上環境及び海洋環境における定常監視の結果

を収録した。 

(2) 再処理施設周辺公衆の線量計算結果について収録した。 

(3) 監視結果についての理解を容易にするため、環境監視計画及び監視方法の概要について

付録ＡからＣに収録した。 

(4) 放射線及び放射能の変動傾向を把握するために、付録Ｄの測定値経時変化図に放射線関

連の項目（空間放射線及び積算線量）については過去 3年間及び当該年度、放射能関連の項

目については過去 10 年間及び当該年度の変動状況をグラフで示した。 

(5) 放出源情報に基づく線量の算出に必要な気象観測結果、放出量等のデータを付録Ｅ及び

Ｆに収録した。 
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2．監 視 結 果 

                 

日本原子力研究開発機構東海研究開発センター核燃料サイクル工学研究所では、再処理施設

保安規定に定める陸上環境放射能監視計画及び海洋環境放射能監視計画に従い、再処理施設周

辺の環境放射線及び放射能の監視を行っている。 

2 0 0 6 年 4月から 2 0 0 7 年 3 月までに行った監視結果を要約すると、下記のとおりである。 

 

記 

 

本期間において、陸上及び海洋環境監視結果に、異常は認められなかった。 
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3．測定結果の概要 

 

測定結果の概要を以下に示す。なお、詳細な測定結果は、付録のＤ.測定結果に示した。 

3.1 空間放射線 

3.1.1 線量率 

周辺監視区域内 1 か所、周辺監視区域外 3 か所（監視対象区域 2か所、比較対照区域 1か

所）に設置したモニタリングステーション及び周辺監視区域内の 8か所に設置したモニタリ

ングポストにおいて、空間放射線線量率計（エネルギー補償型 NaI(T )シンチレーション検

出器）を用いて線量率を連続的に測定した。 

その結果はĂモニタリングステーションĂモニタリングポストそれぞれの月平均値として

0.031～0.037μGy/hĂ0.035～0.046μGy/h であり、異常は認められなかった。 

3.1.2 積算線量 

周辺監視区域外 25か所（監視対象区域 16 か所、比較対照区域 9 か所）及び周辺監視区域

内 15 か所のモニタリングポイントに積算線量計（熱ルミネセンス線量計）を設置し、3 か

月ごとに交換し、積算線量を測定した。 

その結果は 50～110μGy/91 日であり、異常は認められなかった。 

 

3.2 空気中放射性物質濃度 

3.2.1 浮遊じん中全α放射能、全β放射能、90Sr、137Cs 及び 239,240Pu 濃度 

周辺監視区域外 4 か所（監視対象区域 2か所、比較対照区域 2 か所）及び周辺監視区域内

3 か所に設置したダストサンプラにより、空気中の浮遊じんを連続的に採取し、ラドン、ト

ロン子孫核種等、天然の短半減期核種を減衰させるため３日間置いた後、その中に含まれる

放射性物質を測定した。なお、ろ紙は 1 週間ごとに交換し、この間の空気吸引量は、約 520

～1200 m3/週であった。回収したろ紙は、1週間ごとに全α放射能濃度及び全β放射能濃度

を測定し、また、採取地点ごとに 3か月分のろ紙をまとめて 90Sr、137Cs 及び 239,240Pu 濃度を

測定した。 

その結果はĂ90Sr、137Cs 及び 239,240Pu 濃度それぞれが全て検出下限値未満Ă全α放射能濃度
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が検出下限値未満～0.057 mBq/m3 の濃度範囲、全β放射能濃度が検出下限値未満～0.93 

mBq/m3であった。なお、2 月（1 月 30 日～2 月 27 日採取）の周辺監視区域内 2 点及びひた

ちなか市長砂（ST－3）での浮遊じん中全β放射能濃度の測定値が、過去 10年間のモニタリ

ング結果に基づく平常の変動幅（検出下限値（0.7 mBq/m3）未満～0.85 mBq/m3）を上回り、

それぞれ 0.93±0.19、0.88±0.23（周辺監視区域内 2 点）、0.86±0.16（ST－3）mBq/m3で

あった。再測定の結果、ほぼ同レベル（0.91～0.95 mBq/m3）であり測定上の問題はなく、

人工放射性核種も検出されないこと、毎年 2月、3月はラドン濃度及びその子孫核種濃度が

高く、3 日間置いても半減期の長い成分（210Po：22.3 y、210Bi：5.0 d など）により、全β

放射能濃度が高目に検出される傾向があることなどから、浮遊じん中の全β放射能濃度（平

成 19年 2 月採取）が最大値を上回ったのは、これら天然放射性核種の季節的な自然変動に

よるものと推定した。 

3.2.2  131I 濃度 

周辺監視区域外 3 か所（監視対象区域 2 か所、比較対照区域 1 か所）及び周辺監視区域

内 1 か所のモニタリングステーションにヨウ素サンプラを設置し、空気を連続的に吸引（約

410～840 m3/週）して空気中のヨウ素を捕集した。捕集材としてTEDA（tri-ethylene-diamine）

添着活性炭カートリッジを用い、1 週間ごとにカートリッジを回収して 131I 濃度を測定

した。 

測定値はĂこれまでのレベルとほぼ同等でありĂ異常は認められなかったÿ 

3.2.3 気体状β放射能濃度 

周辺監視区域外 3 か所（監視対象区域 2 か所、比較対照区域 1 か所）及び周辺監視区域

内 1 か所のモニタリングステーションに気体状β放射能測定器（薄窓型 GM検出器）を設置

し、連続的に測定した。 

測定値はĂこれまでのレベルとほぼ同等でありĂ異常は認められなかったÿ 

3.2.4 水分中 3H 濃度 

   周辺監視区域外 2 か所（監視対象区域 1 か所、比較対照区域 1 か所）のモニタリングス

テーションにトリチウムサンプラを設置し、空気を 1 週間連続的に吸引（2～20 m3/週）し

て空気中の水分を捕集した。捕集材としてはモレキュラシーブを用い、捕集した水分中の
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3H 濃度を測定した。 

 その結果はĂ全て検出下限値未満でありĂ異常は認められなかった。 

 

3.3 雨水中放射性物質濃度 

 周辺監視区域内（安全管理棟屋上）において 1か月間採取した雨水について、月ごとに 3H 濃

度を測定した。 

 その結果はĂ検出下限値未満～4.1 Bq/ の濃度範囲でĂこれまでのレベルとほぼ同等でありĂ異

常は認められなかった。 

 

3.4 降下じん中放射性物質濃度 

 周辺監視区域内（安全管理棟屋上）に大型水盤（面積 0.5m2）を設置し、1 か月間採取した降

下じんについて月ごとに全β放射能濃度を測定した。 

 その結果はĂ4.4～17 Bq/m2 の濃度範囲でĂこれまでのレベルとほぼ同等でありĂ異常は認めら

れなかった。 

 

3.5 飲料水中放射性物質濃度 

 周辺監視区域外 3 か所（監視対象区域 2 か所、比較対照区域 1 か所）及び周辺監視区域内１

か所において 3か月ごとに飲料水を採取し、全β放射能濃度及び 3H 濃度を測定した。 

その結果はĂ全β放射能濃度が検出下限値未満～0.074 Bq/ の濃度範囲及び 3H 濃度が全て検

出下限値未満でĂこれまでのレベルとほぼ同等でありĂ異常は認められなかった。 

 

3.6 葉菜中放射性物質濃度 

 監視対象区域 2 か所及び比較対照区域 1 か所において採取した葉菜について、131I、90Sr、137Cs

及び 239,240Pu 濃度を測定した。測定頻度は、131I については 3 か月ごと、その他は年 1回である。

葉菜は、収穫時期の都合に合わせて、ホウレン草、キャベツ、白菜の露地野菜を農家から直接

購入した。 

 その結果はĂ131I、137Cs 及び 239,240Pu 濃度それぞれが全て検出下限値未満Ă90Sr 濃度が検出下限
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値未満～0.15 Bq/kgă生の濃度範囲で、これまでのレベルとほぼ同等でありĂ異常は認められな

かった。 

 

3.7 精米中放射性物質濃度 

 監視対象区域 2 か所及び比較対照区域 1 か所において年 1回精米を収穫し、14C 濃度及び 90Sr

濃度を測定した。なお、14C 濃度は比放射能（Bq/g 炭素）として算出した。 

 その結果はĂ14C 濃度が 0.23～0.24 Bq/g 炭素及び 90Sr 濃度が全て検出下限値未満でĂこれま

でのレベルとほぼ同等でありĂ異常は認められなかった。 

 

3.8 牛乳中放射性物質濃度 

監視対象区域1か所及び比較対照区域1か所において牛乳を採取し、131I濃度を3か月ごとに、

また、90Sr 濃度は年 1 回測定した。 

その結果はĂ131I 濃度全てが検出下限値未満及び 90Sr 濃度が検出下限値未満～0.025 Bq/ ă生の

濃度範囲でĂこれまでのレベルとほぼ同等であり、異常は認められなかった。 

 

3.9 表土中放射性物質濃度 

周辺監視区域外 3 か所（監視対象区域 2 か所、比較対照区域 1 か所）及び周辺監視区域内 2

か所で年 1回採取した試料について、90Sr、137Cs 及び 239,240Pu 濃度を測定した。 

その結果はĂ90Sr 濃度が検出下限値未満～3.6 Bq/kgă乾の濃度範囲Ă137Cs 濃度が 3.9～16 

Bq/kgă乾の濃度範囲及び 239,240Pu 濃度が 0.060～0.67 Bq/kgă乾の濃度範囲でĂこれまでのレベル

とほぼ同等でありĂ異常は認められなかった。 

 

3.10 河川水中放射性物質濃度 

監視対象区域 3か所（新川水系）、比較対照区域 1か所（久慈川上流）で年 2 回採取した試料

について、全β放射能濃度及び 3H 濃度を測定した。 

 その結果はĂ全β放射能濃度が検出下限値未満～0.11 Bq/ の濃度範囲及び 3H 濃度が全て検出

下限値未満でĂこれまでのレベルとほぼ同等でありĂ異常は認められなかった。
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3.11 河底土中放射性物質濃度 

監視対象区域 3か所（新川水系）、比較対照区域 1か所（久慈川上流）で年 2 回採取した試料

について、全β放射能濃度を測定した。 

 その結果はĂ490～690 Bq/kgă乾の濃度範囲でĂこれまでのレベルとほぼ同等でありĂ異常は認

められなかった。 

 

3.12 海水中放射性物質濃度 

監視対象海域 7 か所及び比較対照海域 1 か所で表面海水を採取し、全β放射能濃度及び 3H 濃

度を測定した。なお、監視対象海域の放出口を含む放出口付近の 5 か所で採取した試料は、5

点混合試料として測定した。海水の採取頻度は、監視対象海域のうち放出口を含む放出口付近

では 3か月に 1回、久慈沖及び磯崎沖では 6か月に 1 回、比較対照海域では年に 1 回である。 

また、監視対象海域の放出口を含む放出口付近の 5 か所及び比較対照海域で海水を採取し、

年 1回 90Sr、106Ru、134Cs、137Cs、144Ce 及び 239,240Pu 濃度を測定した。なお、監視対象海域の放出

口を含む放出口付近の 5か所で採取した試料は、5 点混合試料として測定した。 

その結果はĂ全β放射能Ă3H、90Sr、106Ru、134Cs、137Cs、144Ce 及び 239,240Pu 濃度それぞれが全て

検出下限値未満であり、異常は認められなかった。 

 

3.13 海底土中放射性物質濃度 

監視対象海域7か所及び比較対照海域1か所において年2回海底土を採取し、90Sr、106Ru、134Cs、

137Cs、144Ce 及び 239,240Pu 濃度を測定した。なお、監視対象海域の放出口を含む放出口付近の 5

か所で採取した試料は、5 点混合試料として測定した。 

 その結果はĂ90Sr、 106Ru、134Cs、137Cs 及び 144Ce 濃度それぞれが全て検出下限値未満、239,240Pu

濃度が 0.31～0.76 Bq/kgă乾の濃度範囲で、これまでのレベルとほぼ同等でありĂ異常は認めら

れなかった。 

 

3.14 海岸水中放射性物質濃度 

監視対象区域 2か所及び比較対照区域 2か所において年 2 回海岸水を採取した。4 月に採取し
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た海岸水については、全β放射能濃度及び 3H 濃度を測定した。また、10月に採取した海岸水に

ついては、全β放射能及び 3H 並びに 90Sr、106Ru、134Cs、137Cs、144Ce 及び 239,240Pu 濃度を測定し

た。 

その結果はĂ3H、90Sr、106Ru、134Cs、137Cs 及び 144Ce それぞれが全て検出下限値未満、全β放射

能濃度が検出下限値未満～0.048 Bq/ の濃度範囲でĂ239,240Pu 濃度が検出下限値未満～0.000047 

Bq/ の濃度範囲で、これまでのレベルとほぼ同等でありĂ異常は認められなかった。 

 

3.15 海岸砂表面線量 

監視対象区域 2 か所及び比較対照区域 2 か所の海岸において、海岸砂のβ表面計数率及びγ

表面線量率を測定した。 

その結果はĂβ表面計数率が60～80 cpm及びγ表面線量率が0.029～0.052 μGy/hの範囲で、

これまでのレベルとほぼ同等でありĂ異常は認められなかった。 

 

3.16 海産生物中放射性物質濃度 

監視対象海域及び比較対照海域で採取した海藻（ワカメ又はアラメ）、魚類（シラス、カレイ）

及び貝類（ハマグリ、アワビ）について、90Sr、106Ru、134Cs、137Cs、144Ce 及び 239,240Pu 濃度を測

定した。 

その結果はĂ海藻の 90Sr 濃度が 0.022～0.043 Bq/kgă生の濃度範囲、137Cs 濃度が検出下限値未

満～0.056 Bq/kgă生の濃度範囲、239,240Pu 濃度が検出下限値未満～0.0051 Bq/kgă生の濃度範囲

であった。魚類の 137Cs 濃度は、検出下限値未満～0.074 Bq/kgă生の濃度範囲であり、また、貝

類の 239,240Pu 濃度は検出下限値未満～0.0030 Bq/kgă生の濃度範囲であった。その他の種類は全

て検出下限値未満でこれまでのレベルとほぼ同等であり、異常は認められなかった。 

なお、平成 18年 5 月に久慈浜地先（監視対象海域）で採取したワカメの 90Sr は、過去 10年

間のモニタリング結果に基づく平常の変動幅（0.027～0.077 Bq/kgă生）を下回り、0.022 Bq/kgă

生であった。平成 18年 10 月に久慈浜地先（監視対象海域）で採取したアラメの 90Sr は、過去

10 年間のモニタリング結果に基づく平常の変動幅（0.027～0.077 Bq/kgă生）を下回り、0.024 

Bq/kgă生であった。さらに、平成 19年 1月に磯崎地先（監視対象海域）で採取したアラメの 90Sr 
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は、過去 10 年間のモニタリング結果に基づく平常の変動幅（0.027～0.077 Bq/kgă生）を下回

り、0.024 Bq/kgă生であった。魚類については、平成 18 年 8 月に約 10km 以遠（比較対照海域）

で採取したシラスの 137Cs が、過去 10年間のモニタリング結果に基づく平常の変動幅（0.041～

0.15 Bq/kgă生）を下回り、検出下限値未満、平成 18 年 9 月に約 10km 以遠（比較対照海域）で

採取したカレイの 137Cs が過去 10 年間のモニタリング結果に基づく平常の変動幅（0.045～0.14 

Bq/kgă生）を下回り、0.044 Bq/kgă生であった。これらの海藻、魚類について再測定、再分析

を行った結果、ほぼ同等の値を示したなどから、分析及び測定上に問題が無いことを確認した。

測定値のこれまでの長期的な低下傾向の延長線上にあることから、ワカメ及びアラメ中の 90Sr

やシラス及びカレイ中の 137Cs 濃度が最小値を下回った原因は、過去の大気圏内核実験フォール

アウトに起因する同核種の物理的減衰及び希釈 拡散を含めた自然変動によるものと考えられ

る。 

 

3.17 漁網表面線量 

モニタリング船「せいかい」で 3 か月当たり約 24～43 時間曳航した漁網について、β吸収線

量率及びγ表面線量率を測定した。 

その結果はĂβ吸収線量率及びγ表面線量率ともに検出下限値未満で、異常は認められなかっ

た。 

 

3.18 船体表面線量 

モニタリング船「せいかい」の甲板に約 3 か月間設置した船体片について、β吸収線量率及

びγ表面線量率を測定した。 

その結果はĂβ吸収線量率及びγ表面線量率ともに検出下限値未満で、異常は認められなかっ

た。 
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4．線量算出結果の概要 

 

線量は、モニタリングの実測値を基に算出することを原則とし、実測値から放出に起因する

部分を弁別して線量を算出することが困難な場合には放出記録を基に算出することとしている。

本年度も環境監視の結果は自然の環境変動の範囲内であり、異常は認められずĂ再処理施設から

の寄与を弁別することが困難であったことから、放出記録に基づき年間（年度）の線量を算出

した。 

以下にその概要を示す。 

一般公衆が受ける線量の算出は、気体廃棄物及び液体廃棄物の放出に起因する実効線量及び

皮膚の等価線量を対象とした。 

気体廃棄物に起因する実効線量の算出は、放射性雲からの外部被ばく、及び吸入摂取、農

畜産物摂取による内部被ばくについて行った。被ばく経路の合算に当たっては、放射性雲から

の外部被ばく及び吸入摂取による内部被ばくを同一地点において同時に受けるものとし、周辺

監視区域外の 16 方位地点ごとにそれぞれの実効線量を加算し、その値が最大となる地点での実

効線量を算出した。農 畜産物摂取による内部被ばくについては、最大濃度地点で産する農

畜産物を摂取するものとして算出した。 

また、液体廃棄物に起因する実効線量の算出は、漁業活動,海浜利用による外部被ばく及び海

産物摂取による内部被ばくについて行った。 

皮膚の等価線量は、気体廃棄物の放出に係る放射性雲からの外部被ばくによる皮膚の等価線

量が最大になる濃度地点で算出したÿまたĂこの値に漁業活動及び海浜利用に起因する外部被ば

くによる皮膚の等価線量を算出しĂこれらを加算した。 

 

4.1 実効線量 

4.1.1 気体廃棄物の放出に起因する実効線量 

2 0 0 6 年度 1年間の気体廃棄物放出量（付録Ｆ参照）と同期間の核燃料サイクル工学研

究所における風向、風速、大気安定度等の気象観測値を基に年度平均地表空気中濃度を算

出した。なお、排気中濃度が検出下限値未満の場合は検出下限値の濃度で放出があったと
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見なし、実測放出量に加算した。 

その結果、最大濃度地点は主排気筒から南西方向約 1400m 地点に出現し、その値は、3H  

で 5.9×10-3Bq/m3、14C で 1.1×10-3Bq/m3、85Kr で 5.5Bq/m3、129I で 9.0×10-7Bq/m3、131I で 8.2

×10-7Bq/m3であった。 

放射性雲からの外部被ばくによる実効線量としては、85Kr のγ線及びβ線に起因する実

効線量を、吸入摂取に伴う内部被ばくによる実効線量については、3H、14C、129I、131I につ

いて算出した。これらの実効線量を周辺監視区域外の 16 方位地点ごとにそれぞれ加算し、

その値が最大となる地点での実効線量を算出した。その結果、最大線量地点は、主排気筒

から南西方向約 500m に出現しĂ外部被ばくによる実効線量は 9.3×10-5mSv/y、また、同地

点での吸入摂取に伴う内部被ばくによる実効線量は 1.5×10-6mSv/y であった。 

農 畜産物摂取に伴う内部被ばくによる実効線量については、前記した年度平均地表空

気中濃度の最大地点である主排気筒から南西方向約 1400m 地点で産する農 畜産物を摂取

するものとして算出した。その結果は、2.1×10-4mSv/y であった。 

  従って、気体廃棄物の放出に起因する実効線量は、各経路毎の評価値を合算した 

3.0×10-4mSv/y であった。 

4.1.2 液体廃棄物の放出に起因する実効線量 

2 0 0 6 年度 1年間の液体廃棄物の放出量（付録Ｆ参照）を基に海産物摂取に伴う内部被

ばくによる実効線量を算出した結果、7.0×10-6mSv/y であった。また、漁業 海浜利用に

起因する外部被ばくによる実効線量は、2.0×10-6mSv/y であった。 

従って、液体廃棄物の放出に起因する実効線量は 9.1×10-6mSv/y であった。 

4.1.3 算出結果のまとめ 

気体廃棄物に起因する実効線量（3.0×10-4mSv/y）及び液体廃棄物に起因する実効線量

（9.1×10-6mSv/y）の両者の合算値は、3.1×10-4mSv/y であり、我が国の法令注）に定める

周辺監視区域外の実効線量限度（１mSv/y）の約 0.03％であった。経路ごとの算出結果を

表－1に示す。 

注）核燃料物質の加工の事業に関する規則等の規定に基づき、線量限度等を定める告示（平成

12 年 12 月 26 日科学技術庁告示 13 号、平成 12 年 12 月 26 日科学技術庁告示 18 号により

一部改正） 

  第 9 条第 2～4項（再処理施設に適用） 
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4.2 皮膚の等価線量    

4.2.1 気体廃棄物の放出に起因する皮膚の等価線量 

    放射性雲からの外部被ばくによる等価線量は、85Kr を含む半無限雲中での皮膚の等価線

量を算出した。その結果、最大濃度地点における皮膚の等価線量は 2.3×10-3mSv/y であった。 

4.2.2 液体廃棄物の放出に起因する皮膚の等価線量 

漁業 海浜利用に起因する外部被ばくによる等価線量は、皮膚の等価線量を算出した。

その結果、皮膚の等価線量は 6.9×10-5mSv/y であった。 

4.2.3 算出結果のまとめ 

 気体廃棄物及び液体廃棄物に起因する皮膚の等価線量の両者の合算値は 2.3×10-3 

mSv/y であり、我が国の法令に定める周辺監視区域外の皮膚の等価線量限度（50mSv/y）の

約 0.005％であった。経路ごとの算出結果を表－2 に示す。 

 

 

JAEA-Review 2007-044

－12－



表－1 実効線量の算出結果 

 

経路 
実効線量 

(mSv/y） 

周辺監視区域外の 

線量限度(1mSv/y) 

に対する割合(％) 

備考 

放射性雲からの 

外部被ばく 
9.3×10-5 9×10-3 

吸入摂取による 

内部被ばく 
1.5×10-6 1×10-4 

最大線量地点： 

主排気筒南西方向 

約 500m 

農 畜産物摂取 

による内部被ばく 
2.1×10-4 2×10-2 

最大濃度地点：主排気筒 

南西方向 約 1400m 

海産物摂取 

による内部被ばく 
7.0×10-6 7×10-4 

 

漁業 海浜利用 

による外部被ばく 
2.0×10-6 2×10-4 

 

合計 3.1×10-4 3×10-2  

 

 

表－2 皮膚の等価線量の算出結果 

 

経路 
皮膚の等価線量

(mSv/y) 

周辺監視区域外の 

線量限度(50mSv/y)

に対する割合(％) 

備考 

放射性雲からの 

外部被ばく 
2.3×10-3 5×10-3 

最大濃度地点：主排気筒

南西方向 約 1400m 

漁業 海浜利用 

による外部被ばく 
6.9×10-5 1×10-4 

 

合計 2.3×10-3 5×10-3  

 

注）合計の欄の数値は、四捨五入の関係で一致しないことがある。 
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5．結論 

 

2006 年度における再処理施設の運転は、06－1 キャンペーン（4 月 1 日～5 月 18 日）として

6.5ｔ、06－2 キャンペーン（11月 1日～12 月 8 日）として 5.2ｔ、07－1キャンペーン（2007

年 2月 6 日～3月 31 日）として 8.6ｔ、年度合計で 20.3t の処理が行われた。 

再処理施設保安規定に基づく 2006 年度の環境放射線モニタリング結果は、環境放射線、陸上

環境及び海洋環境の監視測定において、特に異常な観測値は認められなかった。 

また、2006 年度の線量評価では、大気放出及び海洋放出に起因するそれぞれの実効線量の合

計 3.1×10-4mSv/y 及び皮膚の等価線量の合計 2.3×10-3mSv/y は、我が国の法令で定める公衆の

実効線量限度（1mSv/y）及び皮膚の等価線量限度（50mSv/y）を十分に下回っていた。
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表Ａ－１ 陸上環境放射能監視計画 
 

採取 測定 
測定対象 

採取点 頻度 項目 頻度 
備考 

線量率 
周辺監視区域内 9 点 
周辺監視区域外 3 点 

連続 γ線 連続 
モニタリングポスト 8 基 

モニタリングステーション 4 基 
空
間
放
射
線 積算線量 

周辺監視区域内 15 点 
周辺監視区域外 25 点 

連続 γ線 1回／3か月 
モニタリングポイント 

（TLD 使用） 

全α放射能 

全β放射能 
1 回／週 

 
浮遊じん 

周辺監視区域内 3 点 
周辺監視区域外 4 点 

連続 
90Sr,137Cs,239 Pu 1回／3か月 測定試料は採取地点別混合 

ヨウ素 
周辺監視区域内 1 点 
周辺監視区域外 3 点 

連続 131I 1 回／週 モニタリングステーション 

気体状β 

放射能濃度 

周辺監視区域内 1 点 
周辺監視区域外 3 点 

連続 85Kr 連続 モニタリングステーション 

空
気 

水分 周辺監視区域外 2 点 1 回／月 3H 1 回／月 
モニタリングステーション 

（ひたちなか市長砂,高野） 

雨水 周辺監視区域内 1 点 連続 3H 1 回／月 安全管理棟屋上 

降下じん 周辺監視区域内 1 点 連続 全β放射能 1 回／月 安全管理棟屋上 

飲料水 
周辺監視区域内 1 点 
周辺監視区域外 3 点 

1回／3か月 
全β放射能 

3H 
1回／3か月 

周辺監視区域外 3 点： 

東海村照沼,ひたちなか市長砂,   

西約 10km 点 

131I 1回／3か月 
葉菜 周辺監視区域外 3 点 1回／3か月 

90Sr,137Cs,239 Pu 1 回／年 

周辺監視区域外 3 点： 

東海村照沼,ひたちなか市長砂,   

西約 10km 点 

採取不能の場合はこの限りではない 

精米 周辺監視区域外 3 点 1 回／年 14C, 90Sr 1 回／年 

周辺監視区域外 3 点： 

東海村照沼,ひたちなか市長砂,   

西約 10km 点 

採取不能の場合はこの限りではない 

131I 1回／3か月 
牛乳 周辺監視区域外 2 点 1回／3か月 

90Sr 1 回／年 

周辺監視区域外 2 点： 

ひたちなか市長砂, 西約 10km 点 

採取不能の場合はこの限りではない 

表土 
周辺監視区域内 2 点 
周辺監視区域外 3 点 

1 回／年 90Sr,137Cs,239 Pu 1 回／年  

河川水 
新川    3 点 

久慈川上流 1 点 
1回／6か月 

全β放射能 
3H 

1回／6か月 
 

河底土 
新川    3 点 

久慈川上流 1 点 
1回／6か月 全β放射能 1回／6か月 

 

239 Pu：239 ,240Pu を示す。 
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表Ａ－２ 海洋環境放射能監視計画 
 

採取 測定 
測定対象 

採取点 頻度 項目 頻度 
備考 

全β放射能,3H 1回／3か月 
放出口付近 5 点 1回／3か月 

核種分析 1 回／年 
5 点混合試料について測定 

久慈沖及び磯崎沖 2 点 1回／6か月 全β放射能,3H 1回／6か月  海水 

北約 20km 点  1 点 1 回／年 
全β放射能,3H 

核種分析 
1 回／年 

 

放出口付近 5 点 1回／6か月 核種分析 1回／6か月 5 点混合試料について測定 

久慈沖及び磯崎沖 2 点 海底土 

北約 20km 点  1 点 
1回／6か月 核種分析 1回／6か月 

 

  
 

1回／6か月 
海岸水 

久慈浜海岸      1 点 

阿字ヶ浦海岸    1 点 

南北約 20km 点各 1 点 

1回／6か月 

核種分析 1 回／年 

 

海岸砂 

久慈浜海岸      1 点 
阿字ヶ浦海岸    1 点 
南北約 20km 点各 1 点 

1回／3か月 表面線量 1回／3か月 
 

シラス 
東海村地先   1 点 

約 10km 以遠  1 点 
1回／3か月 核種分析 1回／3か月 採取不能の場合はこの限りではない 

カレイ又

はヒラメ 

東海村地先   1 点 

約 10km 以遠  1 点 
1回／3か月 核種分析 1回／3か月 採取不能の場合はこの限りではない 

貝類 
久慈浜地先   1 点 

約 10km 以遠  1 点 
1回／3か月 核種分析 1回／3か月 採取不能の場合はこの限りではない 

海
産
生
物 

ワカメ又

はヒジキ 

久慈浜地先   1 点 

磯崎地先    1 点 

約 10km 以遠  1 点 

1回／3か月 核種分析 1回／3か月 採取不能の場合はこの限りではない 

漁網 
東海村地先に於いて「せ

いかい」曳航の漁網 
1回／3か月 表面線量 1回／3か月 

 

船体 「せいかい」甲板 1回／3か月 表面線量 1回／3か月  
（注）核種分析の対象核種は，90Sr，106Ru，134Cs，137Cs，144Ce 及び 239Pu とする。 

239Pu：239 ,240Pu を示す。 

全β放射能,3H 
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 表Ａ－３に「発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針（平成１３年３月一部改訂，

原子力安全委員会）」に示される気象資料の統計整理項目を，表Ａ－４にその他の補足的統

計整理項目を記した。 
 

表Ａ－３ 気象資料の統計整理項目 
 

項目 記号 単位 最小位数 

（１）風向別大気安定度別風速逆数の総和 Sd,s S／m 0.01 

（２）風向別大気安定度別風速逆数の平均 Sd,s S／m 0.01 

（３）風向別風速逆数の平均 Sd S／m 0.01 

（４）風向出現頻度  % 0.1 

（５）大気安定度出現頻度  % 0.1 

（６）風向別大気安定度出現回数 Nd,s 回数 0.1 

（７）静穏時大気安定度出現回数 cNs 回数 1 

（８）風速 0.5～2.0m／s の風向出現回数 N′d 回数 1 

（９）月別欠測回数  回数 1 

 
表Ａ－４ 気象資料の補足的統計整理項目 

 
測定項目 整理項目 単位 最小位数 

風向・風速 

（地上 ７０ｍ） 

風向出現頻度 

月別平均・最大風速 

風向別平均風速 

風速階級出現頻度 

% 
m／S 
m／S 

% 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

風向・風速 

（地上 １０ｍ注）） 

風向出現頻度 

月別平均・最大風速 

風向別平均風速 

風速階級出現頻度 

% 
m／S 
m／S 

% 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

気温 

月別平均気温 

月別時間最高気温 

月別時間最低気温 

月別日最高気温 

月別日最低気温 

気温出現頻度 

℃ 

℃ 

℃ 

℃ 

℃ 
% 

0.1 

0.1 

0.1 
0.1 

0.1 

0.1 

降雨量 

月間降雨量 

月間最大日降雨量 

月間降雨時間 

降雨率出現頻度 

m m 
m m／d 

h 

% 

0.1 

0.1 

1 

0.1 
注）周辺建物及び樹木等の影響を考慮した敷地を代表する地上１０ｍ相当を意味する。以下の地上１０ｍ

も同様とする。 
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1. 空間放射線 

（1）線量率 

周辺監視区域内 1 か所、周辺監視区域外 3か所（監視対象区域 2か所、比較対照区域

1 か所）に設置したモニタリングステーション及び周辺監視区域内の 8か所に設置した

モニタリングポストにおいて、空間放射線線量率計（エネルギー補償型 NaI(T )シンチ

レーション検出器）を用いて線量率を連続的に測定した。 

（2）積算線量 

周辺監視区域内 15 か所、周辺監視区域外 25 か所に積算線量計（熱ルミネセンス線量

計；松下電器（株）製 UD-200S）を各 3 本（6 素子）配置し、3 か月毎に回収して積算

線量を測定した。なおĂ測定期間が 91 日からずれた場合はĂ91 日に換算規格化した。 

2. 気体状β放射能濃度 

周辺監視区域内 1 か所、周辺監視区域外 3か所に設置したモニタリングステーションに

おいて、気体状β放射能測定器（薄窓型 GM 検出器）を用い、空気中の気体状β放射能濃

度を連続的に測定した。 

3. 表面線量 

海岸砂のβ表面計数率は、海岸砂の表面 1～2cm の距離における計数率を端窓型 GM サー

ベイメータにより測定した。同試料のγ線表面線量率は、NaI(T )シンチレーションサー

ベイメータを用い、地上 1m の位置で測定した。 

漁網、船体片のβ吸収線量率はβ線エネルギー依存性の少ない 2mm 厚さのプラスチック

シンチレーション検出器を試料の上 5cm に設置し、測定した。γ表面線量率は、DBM 式

NaI(T )シンチレーション線量率計を漁網及び船体片横 1mに設置し、測定した。 

4. 各種環境試料中の放射性物質濃度 

各種環境試料中の放射性物質濃度の測定方法及び測定器を表 B-1 に示す。これらの測定

方法のうち、文部科学省マニュアル（文部科学省放射能測定法シリーズ）が制定されて

いるものについてはそれに準拠した方法を用い、他のものについては原子力機構の標準

分析作業法等に定めた方法を用いた。 

測定項目別の検出下限値を表 B-2 に示す。 
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表Ｂ－１ 分析法,測定器一覧 
 

核種 試料 分析法 測定器 
全α放射能 浮遊じん 直接法 ZnS（Ag）シンチレーションカウンタ 

全β放射能 

浮遊じん 
降下じん 
飲料水 
河川水 
河底土 
海水 

海岸水 

直接法 
蒸発乾固法 

〃 
蒸発乾固法、鉄バリウム共沈法 

直接法 
鉄バリウム共沈法 

〃 

 
GM 計数管 

 
低バックグラウンドβ線測定装置 
（ガスフロー型比例計数管） 

 
 

3H 

空気水分中 
雨水 

飲料水 
河川水 
海水 

海岸水 

蒸留法 低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタ 

14C 精米 ベンゼン合成法 低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタ 

90Sr 

浮遊じん 
葉菜 
精米 
牛乳 
表土 
海水 

海底土 
海岸水 
海産生物 

90Y ミルキング法（シュウ酸塩法） 
低バックグラウンドβ線測定装置 
（ガスフロー型比例計数管） 

106Ru 

海水 
海岸水 
海底土 
海産生物 

機器分析法―フェロシアン化Ni―水酸化鉄共沈法 
〃 

機器分析法 
〃 

Ge 半導体検出器を用いたγ線スペクトロメトリ 

131I 
空気中 
葉菜 
牛乳 

機器分析法 
機器分析法（ジュース化） 

機器分析法 
Ge 半導体検出器を用いたγ線スペクトロメトリ 

134Cs,137Cs 

海水 
海岸水 
海底土 
海産生物 

137Cs 
浮遊じん 
葉菜 
表土 

機器分析法―フェロシアン化Ni―水酸化鉄共沈法 
〃 

機器分析法 
〃 
〃 
〃 
〃 

Ge 半導体検出器を用いたγ線スペクトロメトリ 

144Ce 

海水 
海岸水 
海底土 
海産生物 

機器分析法―フェロシアン化Ni―水酸化鉄共沈法 
〃 

機器分析法 
〃 

Ge 半導体検出器を用いたγ線スペクトロメトリ 

239,240Pu 

浮遊じん 
葉菜 
表土 
海水 

海底土 
海岸水 
海産生物 

イオン交換法 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

表面障壁型 Si 半導体検出器を用いたα線スペクトロメトリ 
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表Ｂ－２ 検出下限値一覧 
 

測定項目 単位 検出下限値 供試量 測定器（注） 備考 

浮
遊
じ
ん 

全α放射能 

全β放射能 
90Sr 
137Cs 

239,240Pu 

mBq／m3 

0.02 

0.7 

0.01 

0.007 

0.0001 

400～1200 m3

400～1200 m3

8000～11000 m3

8000～11000 m3

8000～11000 m3 

ZnS 

GM 

LBC 

Ge 

Si 

1 週間試料 

〃 

3 か月間試料 

〃 

〃 
131I mBq／m3 0.2 100～800 m3 Ge 1 週間試料 

気体状β放射能濃度 kBq／m3 7 0.3  GM 直接測定 

空
気
中
放
射
性
物
質
濃
度 

水分中 3H Bq／  4 0.04  LSC 1 週間／月 

雨水 3H Bq／  4 0.04  LSC  

降下じん 全β放射能 Bq／m2 4 0.5 m2水盤 GM  

飲料水 
全β放射能 

3H 
Bq／  

0.04 

4 

1  

0.01～0.04  

LBC 

LSC 

 

葉菜 

90Sr 
131I 

137Cs 
239,240Pu 

Bq／kg・生 

0.04 

1 

0.08 

0.0002 

2～3 kg・生 

 ～2kg・生 

1～3 kg・生 

1～3 kg・生 

LBC 

Ge 

Ge 

Si 

灰 20～40g 

ジュース直接測定 

 

灰 20～40g 

精米 
14C 
90Sr 

Bq／g・炭素 

Bq／kg・生 

0.005 

0.04 

17g 

～3kg・生 

LSC 

LBC 

 

灰 20g 

牛乳 
90Sr 
131I 

Bq／ ・生 
0.02 

0.2 

～3 ・生 

  2 ・生 

LBC 

Ge 

灰 20g 

直接測定 

表土 

90Sr 
137Cs 

239,240Pu 

Bq／kg・乾 

0.08 

0.8 

0.04 

0.1 kg・乾 

～1 kg・乾 

 50～g・乾 

LBC 

Ge 

Si 

直接測定 

河川水 
全β放射能 

3H 
Bq／  

0.04 

4 

1

0.04  

LBC 

LSC 

 

河底土 全β放射能 Bq／kg・乾 80 5 g・乾 GM  

 
（注） 
ZnS ：ZnS（Ag）シンチレーションカウンタ 
GM ：GM 計数管 
LSC ：低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタ 
LBC ：低バックグラウンドβ線測定器 
Ge ：Ge 半導体検出器 
Si ：表面障壁型 Si 半導体検出器 

【測定時間】 
ZnS ：10～40 分 
GM ：10～40 分 
LSC ：300～500 分 
LBC ：50～100 分 
Ge ：900～1300 分 
Si ：1300 分 
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表 B－２  検出下限値一覧（続き） 
 

測定項目 単位 検出下限値 供試量 測定器 備考 

海水 

海岸水 

全β放射能 

3H 

90Sr 

106Ru 

134Cs 

137Cs 

144Ce 

239,240Pu 

Bq／  

0.04 

4 

0.002 

0.02 

0.008 

0.004 

0.02 

0.00002 

2

0.04

20

20

20

20

20

80～100  

LBC 

LSC 

LBC 

Ge 

Ge 

Ge 

Ge 

Si 

 

海底土 

90Sr 

106Ru 

134Cs 

137Cs 

144Ce 

239,240Pu 

Bq／kg・乾 

0.08 

6 

1 

0.8 

6 

0.04 

 0.3kg・乾 

 ～1kg・乾 

 ～1kg・乾 

 ～1kg・乾 

 ～1kg・乾 

0.05kg・乾 

LBC 

Ge 

Ge 

Ge 

Ge 

Si 

 

（注） 

海産生物 

90Sr 

106Ru 

134Cs 

137Cs 

144Ce 

239,240Pu 

Bq／kg・生 

0.02 

0.8 

0.2 

0.04 

0.8 

0.002 

 ～2kg・生 

1～5kg・生 

1～5kg・生 

1～5kg・生 

1～5kg・生 

 ～1kg・生 

LBC 

Ge 

Ge 

Ge 

Ge 

Si 

灰 20～80g 

 

 

 

 

灰 20～30g 

漁網 

船体 

β吸収線量率 

γ表面線量率 
μGy／h 

0.03 

0.01 

──── 
──── 

プラスチック 

NaI(T ) 

 

（注）シラス，ワカメ又はヒジキ，カレイ又はヒラメ及び貝類 
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図C－3　環境試料等の採取又は測定場所（周辺監視区域内）
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           測定値一覧表記載方法の説明 

 

1. 測定値は、測定項目ごとに 2 0 0 6 年 4 月から 2 0 0 7 年 3月分をまとめて表にした。  

2. 測定値の有効数字は、最大 2桁とした。 

3. 測定値が検出下限値未満である場合は、該当欄に記号「＊」を記した。また、検出下 

限値は備考に示した。 

4. 測定値が、試料の採取不能のために得られず、欠測となった場合には、該当欄に「採

取不能」と記した。  

5. 1 か月ごとに測定値の得られるものについては 2 0 0 6 年 4月～6月、7 月～9月、10 

月～12 月及び 2 0 0 7 年 1 月～3 月の 3 か月間の平均値を「3 か月平均」の欄に記載し、

2 0 0 6 年 4 月～2 0 0 7 年 3 月の平均値を「2 0 0 6 年度平均」の欄に記載した。 

3か月ごと及び6か月ごとに1回に測定値の得られるものについては1年間の平均値を

「平均」の欄に記載した。1 年に 1回の頻度で測定値の得られるものについては 1年間の

平均値は記載しなかった。 

6. 平均値としては、測定値の算術平均値を示した。3 か月平均値は、1か月ごとの測定値

の 3 か月分の算術平均値であり、また、1 年間の平均値は、1 か月ごとに測定値のあるも

のについてはその 1 年分の算術平均値、3 か月ごとに測定値のあるものについてはその 1

年分の算術平均値である。測定値に検出下限未満のものがある場合には、平均値の算出

は、当該測定値が検出下限値であったとして行った。この場合は、平均値の欄には、算

出された平均値の左側に記号「＜」を付して区別した。 
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照

区
域

水
戸

市
県

環
境

監
視

セ
ン

タ
ー

＊
＊

＊
＊

＜
 
0
.
0
0
7

再
処

理
警

備
所

前
＊

＊
＊

＊
＜

 
0
.
0
0
7

周
辺

監
視

区
域

内
プ

ル
燃

警
備

所
前

＊
＊

＊
＊

＜
 
0
.
0
0
7

安
全

管
理

棟
Ｓ

Ｔ
-
１

＊
＊

＊
＊

＜
 
0
.
0
0
7

備
考

1
)
　

＊
は

、
検

出
下

限
値

7
×

1
0
 
３
（

m
B
q
/
m
3
)
未

満
を

示
す

。

（
5
）

 
2
3
9
,
2
4
0
P
u

採
　

　
取

　
　

場
　

　
所

測
　

定
　

値
　

(
m
B
q
/
m
3
)

区
分

場
　

　
所

　
　

名
番

号
１

期
２

期
３

期
４

期
2
0
0
6
年

度
平

均
周

辺
監

視
対

東
海

村
舟

石
川

Ｓ
Ｔ

-
２

＊
＊

＊
＊

＜
0
.
0
0
0
1

監
視

象
区

域
ひ

た
ち

な
か

市
長

砂
Ｓ

Ｔ
-
３

＊
＊

＊
＊

＜
0
.
0
0
0
1

区
域

比
較

対
ひ

た
ち

な
か

市
高

野
Ｓ

Ｔ
-
４

＊
＊

＊
＊

＜
0
.
0
0
0
1

外
照

区
域

水
戸

市
県

環
境

監
視

セ
ン

タ
ー

＊
＊

＊
＊

＜
0
.
0
0
0
1

再
処

理
警

備
所

前
＊

＊
＊

＊
＜

0
.
0
0
0
1

周
辺

監
視

区
域

内
プ

ル
燃

警
備

所
前

＊
＊

＊
＊

＜
0
.
0
0
0
1

安
全

管
理

棟
Ｓ

Ｔ
-
１

＊
＊

＊
＊

＜
0
.
0
0
0
1

備
考

1
)
　

＊
は

、
検

出
下

限
値

1
×

1
0
 
４
（

m
B
q
/
m
3
)
未

満
を

示
す

。
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表
Ｄ

 
３

　
空

気
中

放
射

性
物

質
濃

度
（

続
）

ロ
．

1
3
1
Ｉ

測
　

定
　

値
　

(
1
0
 
1
m
B
q
/
m
3
)

採
　

 
　

取
　

 
　

場
　

 
　

所
3
か

月
平

均

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
6
年
度

区
分

場
　

所
　

名
番

号
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月
-
6
月

7
月
-
9
月

1
0
月
-
1
2
月

1
月
-
3
月

平
均

最
大

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

周
辺

監
視

対
平

均
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＜

 
2

＜
 
2

＜
 
2

＜
 
2

＜
 
2

監
視

象
区

域
ひ

た
ち

な
か

市
最

大
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊

区
域

長
砂

平
均

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＜
 
2

＜
 
2

＜
 
2

＜
 
2

＜
 
2

外
比

較
対

ひ
た

ち
な

か
市

最
大

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

照
区

域
高

野
平

均
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＜

 
2

＜
 
2

＜
 
2

＜
 
2

＜
 
2

最
大

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

平
均

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＜
 
2

＜
 
2

＜
 
2

＜
 
2

＜
 
2

備
考

1
)
　

各
月

の
測

定
値

は
、

１
週

間
値

の
月

平
均

値
。

2
)
　

＊
は

、
検

出
下

限
値

2
×

1
0
 
１
（

m
B
q
/
m
3
)
未

満
を

示
す

。

3
)
　

目
安

レ
ベ

ル
　

:
　

2
×

1
0
 
(
m
B
q
/
m
3
)
。

ハ
．

気
体

状
β

放
射

能
濃

度

測
　

定
　

値
　

(
k
B
q
/
m
3
)

測
　

 
　

定
　

 
　

場
　

 
　

所
3
か

月
平

均

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
6
年
度

区
分

場
　

所
　

名
番

号
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月
-
6
月

7
月
-
9
月

1
0
月
-
1
2
月

1
月
-
3
月

平
均

最
大

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

周
辺

監
視

対
平

均
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＜

 
7

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

監
視

象
区

域
ひ

た
ち

な
か

市
最

大
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊

区
域

長
砂

平
均

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

外
比

較
対

ひ
た

ち
な

か
市

最
大

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

照
区

域
高

野
平

均
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＜

 
7

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

最
大

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

平
均

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

＜
 
7

備
考

1
)
　

各
月

の
測

定
値

は
、

１
週

間
値

の
月

平
均

値
。

2
)
　

各
月

の
最

大
値

は
、

月
間

最
大

１
時

間
値

。

3
)
　

＊
は

、
検

出
下

限
値

7
（

k
B
q
/
m
3
)
未

満
を

示
す

。

4
)
　

目
安

レ
ベ

ル
　

:
　

1
か

月
平

均
値

1
×

1
0
 
(
k
B
q
/
m
3
)
。

周
辺

監
視

区
域

内

周
辺

監
視

区
域

内
安

全
管

理
棟

安
全

管
理

棟

Ｓ
Ｔ

-
４

Ｓ
Ｔ

-
１

Ｓ
Ｔ

-
２

Ｓ
Ｔ

-
３

Ｓ
Ｔ

-
４

Ｓ
Ｔ

-
１

東
海

村
舟

石
川

東
海

村
舟

石
川

Ｓ
Ｔ

-
２

Ｓ
Ｔ

-
３
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ニ
.
　

水
分

中
3
Ｈ

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月
-
6
月

7
月
-
9
月

1
0
月
-
1
2
月

1
月
-
3
月

ひ
た

ち
な

か
市

長
砂

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＜
4

＜
4

＜
4

＜
4

＜
4

ひ
た

ち
な

か
市

高
野

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＜
4

＜
4

＜
4

＜
4

＜
4

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
検

出
下

限
値

(
4
 
B
q
/
 
)
未

満
を

示
す

。

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月
-
6
月

7
月
-
9
月

1
0
月
-
1
2
月

1
月
-
3
月

周
辺

監
視

区
域

内
安

全
管

理
棟

4
.
1

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＊

＊
＜

4
.
0

＜
4

＜
4

＜
4

＜
4
.
0

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
検

出
下

限
値

(
4
 
B
q
/
 
)
未

満
を

示
す

。

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月
-
6
月

7
月
-
9
月

1
0
月
-
1
2
月

1
月
-
3
月

周
辺

監
視

区
域

内
安

全
管

理
棟

1
0

1
4

1
7

1
5

5
.
8

1
3

4
.
4

9
.
1

8
.
0

7
.
8

9
.
6

8
.
9

1
4

1
1

7
.
2

8
.
8

1
0

備
考

　
　

1
)
　

目
安

レ
ベ

ル
：

6
0
0
 
(
B
q
/
m
2
)

　
　

　
表

Ｄ
 
３
　
空
気
中
放
射
性
物
質
濃
度
（
続
）
　

表
Ｄ

 
４

　
雨

水
中

放
射

性
物

質
濃

度
　

　
　

表
Ｄ

 
５
　
降
下
じ
ん
中
放
射
性
物
質
濃
度
　

周
辺

監
視

区
域

外

採
　

　
　

取
　

　
　

場
　

　
　

所

区
　

　
　

　
分

場
　

　
所

　
　

名

採
　

　
　

取
　

　
　

場
　

　
　

所

区
　

　
　

　
分

場
　

　
所

　
　

名

採
　

　
　

取
　

　
　

場
　

　
　

所

区
　

　
　

　
分

場
　

　
所

　
　

名
3
　

か
　

月
　

平
　

均

測
　

　
定

　
　

値
　

　
(
B
q
/
 
)

3
Ｈ

　
　

測
　

　
定

　
　

値
　

　
(
B
q
/
 
)

全
 
 
 
 
 
β

 
 
 
 
 
放

 
 
 
 
 
射

 
 
 
 
 
能

 
 
 
 
 
測

 
 
 
 
 
定

 
 
 
 
 
値

 
 
 
 
 
(
B
q
/
m
2
)

3
　

か
　

月
　

平
　

均

3
　

か
　

月
　

平
　

均

2
0
0
6
年
度
平

均

2
0
0
6
年
度
平

均

2
0
0
6
年

2
0
0
6
年
度
平

均

2
0
0
7
年

2
0
0
6
年

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
7
年
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イ
．

全
β

放
射

能

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
6
年

度

4
月

7
月

1
0
月

1
月

平
均

東
海

村
照

沼
0
.
0
6
6

0
.
0
6
2

0
.
0
7
1

＊
 
 
＜

0
.
0
6
0

ひ
た

ち
な

か
市

長
砂

0
.
0
5
6

0
.
0
5
1

0
.
0
4
7

0
.
0
4
8

0
.
0
5
1

比
較

対
照

区
域

西
約

1
0

k
m

点
0
.
0
6
9

0
.
0
7
4

0
.
0
6
9

0
.
0
4
0

0
.
0
6
3

安
全

管
理

棟
0
.
0
4
9

0
.
0
6
0

0
.
0
6
2

0
.
0
6
8

0
.
0
6
0

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
検

出
下

限
値

(
0
.
0
4
 
B
q
/
 
)
未

満
を

示
す

。

　

ロ
．

3
Ｈ

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
6
年

度

4
月

7
月

1
0
月

1
月

平
均

東
海

村
照

沼
＊

＊
＊

＊
＜

4

ひ
た

ち
な

か
市

長
砂

＊
＊

＊
＊

＜
4

比
較

対
照

区
域

西
約

1
0

k
m

点
＊

＊
＊

＊
＜

4

安
全

管
理

棟
＊

＊
＊

＊
＜

4

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
検

出
下

限
値

(
4
 
B
q
/
 
)
未

満
を

示
す

。

　
　

　
　

2
)
　

目
安

レ
ベ

ル
：

1
0
0
0
(
B
q
/
 
)

周
 
辺

 
監

 
視

 
区

 
域

 
内

場
　

　
所

　
　

名
区

　
　

　
　

　
　

　
　

分

周
 
辺

 
監

 
視

 
 
 
 
 
 
区

 
域

 
外

監
視

対
象

区
域

場
　

　
所

　
　

名

表
Ｄ

 
６

　
飲

料
水

中
放

射
性

物
質

濃
度

周
 
辺

 
監

 
視

 
区

 
域

 
内

測
　

　
　

定
　

　
　

値
　

　
　

(
B
q
/
 
)

測
　

　
　

定
　

　
　

値
　

　
　

(
B
q
/
 
)

周
 
辺

 
監

 
視

 
 
 
 
 
 
区

 
域

 
外

監
視

対
象

区
域

区
　

　
　

　
　

　
　

　
分

採
　

　
　

取
　

　
　

場
　

　
　

所

採
　

　
　

取
　

　
　

場
　

　
　

所
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イ
．

1
3
1
Ｉ

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
6
年

度

4
月

-
6
月

7
月

-
9
月

1
0月

-
1
2
月

1
月

-
3
月

平
均

＊
＊

＊
＊

（
ホ

ウ
レ

ン
草

）
（

キ
ャ

ベ
ツ

）
（

キ
ャ

ベ
ツ

）
（

白
菜

）

＊
＊

＊
＊

（
ホ

ウ
レ

ン
草

）
（

キ
ャ

ベ
ツ

）
（

ホ
ウ

レ
ン

草
）

（
ホ

ウ
レ

ン
草

）

＊
＊

＊
＊

（
ホ

ウ
レ

ン
草

）
（

キ
ャ

ベ
ツ

）
（

キ
ャ

ベ
ツ

）
（

ホ
ウ

レ
ン

草
）

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
検

出
下

限
値

(
1
 
B
q
/
㎏

・
生

)
未

満
を

示
す

。

ロ
．

9
0
S
r
,
 
1
3
7
C
s
及

び
2
3
9
,
2
4
0
P
u

区
　

　
　

分
場

　
　

所
　

　
名

9
0
S
r

1
3
7
C
s

2
3
9
,
2
4
0
P
u

東
海

村
照

沼
1
0
月

キ
ャ

ベ
ツ

0
.
1
5

＊
＊

ひ
た

ち
な

か
市

長
砂

1
0
月

ホ
ウ

レ
ン

草
＊

＊
＊

比
較

対
照

区
域

西
約

1
0

k
m

点
1
0
月

キ
ャ

ベ
ツ

＊
＊

＊

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
検

出
下

限
値

未
満

を
示

す
。

 
 
 
 
 
9
0
S
r
 
 
:
 
 
0
.
0
4
 
 
 
 
(
B
q
/
㎏

・
生

)

 
 
 
 
1
3
7
C
s
 
 
:
 
 
0
.
0
8
 
 
 
 
(
B
q
/
㎏

・
生

)

2
3
9
,
2
4
0
P
u
 
 
:
 
 
0
.
0
0
0
2
 
 
(
B
q
/
㎏

・
生

)

表
Ｄ

 
７

　
葉

菜
中

放
射

性
物

質
濃

度

採
　

　
取

　
　

場
　

　
所

採
　

　
取

　
　

場
　

　
所

測
　

　
　

定
　

　
　

値
 
 
　

　
 
 
(
B
q
/
㎏

・
生

)

採
取

月
種

　
類

測
　

　
　

定
　

　
　

値
 
 
　

　
 
 
(
B
q
/
㎏

・
生

)

＜
1

＜
1

＜
1

監
視

対
象

区
域

区
　

　
　

分
場

　
　

所
　

　
名

比
較

対
照

区
域

監
視

対
象

区
域

東
海

村
照

沼

ひ
た

ち
な

か
市

長
砂

西
約

1
0

k
m

点
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測
定

値
(
B
q
/
g
・

炭
素

)
測

定
値

(
B
q
/
k
g・

生
)

区
　

　
　

　
分

場
　

　
所

　
　

名
1
4
C

9
0
S
r

東
海

村
照

沼
1
0
月

0
.
2
4

＊

ひ
た

ち
な

か
市

長
砂

1
0
月

0
.
2
4

＊

比
較

対
照

区
域

西
約

1
0

k
m

点
1
0
月

0
.
2
3

＊

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
検

出
下

限
値

(
0
.
0
4
 
B
q
/
㎏

・
生

)
未

満
を

示
す

。

イ
．

9
0
S
r

区
　

　
　

　
分

場
　

　
所

　
　

名

監
視

対
象

区
域

ひ
た

ち
な

か
市

長
砂

1
0
月

＊

比
較

対
照

区
域

西
約

1
0

k
m

点
1
0
月

0
.
0
2
5

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
検

出
下

限
値

(
0
.
0
2
 
B
q
/
 
・

生
)
未

満
を

示
す

。

ロ
．

1
3
1
Ｉ

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
6
年

度

4
月

-
6
月

7
月

-
9
月

1
0
月

-
1
2月

1
月

-
3
月

平
均

監
視

対
象

区
域

ひ
た

ち
な

か
市

長
砂

＊
＊

＊
＊

＜
0
.
2

比
較

対
照

区
域

西
約

1
0

k
m

点
＊

＊
＊

＊
＜

0
.
2

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
検

出
下

限
値

(
0
.
2
 
B
q
/
 
・

生
)
未

満
を

示
す

。

採
　

　
　

取
　

　
　

場
　

　
　

所

採
　

　
　

取
　

　
　

場
　

　
　

所
測

定
値

(
B
q
/
 
・

生
）

表
Ｄ

 
８

　
精

米
中

放
射

性
物

質
濃

度

表
Ｄ

 
９

　
牛

乳
中

放
射

性
物

質
濃

度

区
　

　
　

　
分

場
　

　
所

　
　

名

採
　

取
　

月

採
　

取
　

月

監
視

対
象

区
域

採
　

　
　

取
　

　
　

場
　

　
　

所
測

　
　

定
　

　
値

　
　

　
(
B
q
/
 
・

生
）
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場
　

　
　

所
　

　
　

名
9
0
S
r

1
3
7
C
s

2
3
9
,
2
4
0
P
u

東
海

村
照

沼
1
1
月

3
.
6

1
3

0
.
4
9

ひ
た

ち
な

か
市

長
砂

1
1
月

2
.
3

7
.
3

0
.
2
2

区
域

外
比

較
対

照
区

域
ひ

た
ち

な
か

市
東

石
川

1
1
月

0
.
8
0

1
6

0
.
6
7

安
全

管
理

棟
前

1
1
月

0
.
5
2

3
.
9

0
.
0
6
0

Ｇ
棟

東
1
1
月

＊
5
.
1

0
.
1
4

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
検

出
下

限
値

(
0
.
0
8
 
B
q
/
㎏

・
生

)
未

満
を

示
す

。

場
　

　
　

所
　

　
　

名
4
月

1
0
月

平
均

4
月

1
0
月

平
均

新
川

上
流

＊
＊

＜
0
.
0
4

＊
＊

＜
4

新
川

中
流

＊
＊

＜
0
.
0
4

＊
＊

＜
4

新
川

下
流

＊
＊

＜
0
.
0
4

＊
＊

＜
4

久
慈

川
上

流
0
.
1
1

0
.
0
8
2

 
0
.
0
9
6

＊
＊

＜
4

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
検

出
下

限
値

未
満

を
示

す
。

 
　

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全

β
 
 
 

：
　

0
.
0
4
 
(
B
q
/
 
)

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
Ｈ

：
　

4
 
 
 
 
(
B
q
/
 
)

　
　

　
　

2
)
　

目
安

レ
ベ

ル
：

全
β

放
射

能
に

つ
い

て
　

0
.
7
 
(
B
q
/
 
)

場
　

　
　

所
　

　
　

名

新
川

上
流

新
川

中
流

新
川

下
流

久
慈

川
上

流

備
考

　
　

1
)
　

目
安

レ
ベ

ル
：

1
0
0
0
 
(
B
q
/
㎏

・
乾

)

表
Ｄ

 
１
０
　
表
土
中
放
射
性
物
質
濃
度

　
表

Ｄ
 
１
１
　
河
川
水
中
放
射
性
物
質
濃
度

　
表

Ｄ
 
１
２
　
河
底
土
中
放
射
性
物
質
濃
度

測
　

定
　

値
　

　
(
B
q
/
㎏

・
乾

)

周
辺

監
視

 
 
比

　
較

　
対

　
照

　
区

　
域

全
β

放
射

能
測

定
値

（
B
q
/
 
）

採
取

月

 
区

　
　

　
　

分

　
周

辺
監

視
区

域
内

監
視

対
象

区
域

採
　

　
　

取
　

　
　

場
　

　
　

所

 
区

　
　

　
　

分

全
β

放
射

能
測

定
値

（
B
q
/
㎏

・
乾

）

採
　

　
　

取
　

　
　

場
　

　
　

所
3
Ｈ

測
定

値
（

B
q
/
 
）

 
 
比

　
較

　
対

　
照

　
区

　
域

 
 
監

　
視

　
対

　
象

　
区

　
域

 
 
監

　
視

　
対

　
象

　
区

　
域

採
　

　
　

取
　

　
　

場
　

　
　

所

 
区

　
　

　
　

分

5
3
0

5
8
0

6
9
0

4
月

1
0
月

平
　

　
均

5
0
0

5
0
0

4
9
0

5
6
0

5
9
0

6
8
0

4
9
0

5
6
0

6
9
0

JAEA-Review 2007-044

－58－



イ
．

全
β

放
射

能

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
6
年

度

4
月

7
月

1
0
月

1
月

平
均

放
出

口
付

近
5
点

混
合

＊
＊

＊
＊

＜
0
.
0
4

久
慈

沖
＊

＊
＜

0
.
0
4

磯
崎

沖
＊

＊
＜

0
.
0
4

比
較

対
照

海
域

北
約

2
0

㎞
点

＊
＜

0
.
0
4

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
検

出
下

限
値

(
0
.
0
4
 
B
q
/
 
)
未

満
を

示
す

。

　
　

　
　

2
)
　

全
β

放
射

能
の

目
安

レ
ベ

ル
　

:
　

0
.
1
 
(
B
q
/
 
)

ロ
．

3
Ｈ

2
0
0
6
年

2
0
0
7
年

2
0
0
6
年

度

4
月

7
月

1
0
月

1
月

平
均

放
出

口
付

近
5
点

混
合

＊
＊

＊
＊

＜
4

久
慈

沖
＊

＊
＜

4

磯
崎

沖
＊

＊
＜

4

比
較

対
照

海
域

北
約

2
0

㎞
点

＊
＜

4

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
検

出
下

限
値

(
4
 
B
q
/
 
)
未

満
を

示
す

。

ハ
．

9
0
S
r
,
1
0
6
R
u
,
1
3
4
C
s
,
1
3
7
C
s
,
1
4
4
C
e
及

び
2
3
9
,
2
4
0
P
u

区
　

　
分

場
　

　
　

所
　

　
　

名
9
0
S
r

1
0
6
R
u

1
3
4
C
s

1
3
7
C
s

1
4
4
C
e

2
3
9
,
2
4
0
P
u

監
視

対
象

海
域

放
出

口
付

近
5
点

混
合

7
月

＊
＊

＊
＊

＊
＊

比
較

対
照

海
域

北
約

2
0

㎞
点

7
月

＊
＊

＊
＊

＊
＊

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
そ

れ
ぞ

れ
次

の
検

出
下

限
値

未
満

を
示

す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9
0
S
r
 
:
 
 
0
.
0
0
2
　

 
 
(
B
q
/
 
)
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
0
6
R
u
 
:
 
 
0
.
0
2
　

 
 
 
(
B
q
/
 
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
3
4
C
s
 
:
 
 
0
.
0
0
8
　

 
 
(
B
q
/
 
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
3
7
C
s
 
:
 
 
0
.
0
0
4
　

 
 
(
B
q
/
 
)
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
4
4
C
e
 
:
 
 
0
.
0
2
　

 
 
 
(
B
q
/
 
)
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
3
9
,
2
4
0
P
u
 
:
 
 
0
.
0
0
0
0
2
 
 
(
B
q
/
 
)
　

　

　
　
　

　
測

　
　

定
　

　
値

 
 
 
　

　
 
(
B
q
/
 
)

採
取

月
番

　
　

号

区
　

　
分

G
-
4
,
H
-
3
,
H
-
4
,
H
-
5
,
I
-
4

B
-
4

O
-
4

G
-
4
,
H
-
3
,
H
-
4
,
H
-
5
,
I
-
4

採
　

　
取

　
　

場
　

　
所

採
　

　
取

　
　

場
　

　
所

番
　

　
号

監
視

対
象

海
域

監
視

対
象

海
域

場
　

　
　

所
　

　
　

名

区
　

　
分

場
　

　
　

所
　

　
　

名

　
　

表
Ｄ

 
１

３
　

海
水

中
放

射
性

物
質

濃
度

G
-
4
,
H
-
3
,
H
-
4
,
H
-
5
,
I
-
4

B
-
4

O
-
4

採
　

　
取

　
　

場
　

　
所

番
　

　
号

測
　

　
定

　
　

値
 
 
 
　

 
(
B
q
/
 
)

測
　

　
定

　
　

値
 
 
 
　

 
(
B
q
/
 
)
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イ
．

9
0
S
r

区
　

　
　

　
分

場
　

　
　

所
　

　
　

名
番

　
　

号
4
月

1
0
月

平
均

放
出

口
付

近
5

点
混

合
G
-
4
,
H
-
3
,
H
-
4
,
H
-
5
,
I
-
4

＊
＊

＜
0
.
0
8

久
慈

沖
B
-
4

＊
＊

＜
0
.
0
8

磯
崎

沖
O
-
4

＊
＊

＜
0
.
0
8

比
較

対
照

海
域

北
約

2
0
k
m

点
＊

＊
＜

0
.
0
8

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
検

出
下

限
値

(
0
.
0
8
 
B
q
/
㎏

・
乾

)
未

満
を

示
す

。

ロ
．

1
0
6
R
u

区
　

　
　

　
分

場
　

　
　

所
　

　
　

名
番

　
　

号
4
月

1
0
月

平
均

放
出

口
付

近
5

点
混

合
G
-
4
,
H
-
3
,
H
-
4
,
H
-
5
,
I
-
4

＊
＊

＜
6

久
慈

沖
B
-
4

＊
＊

＜
6

磯
崎

沖
O
-
4

＊
＊

＜
6

比
較

対
照

海
域

北
約

2
0
k
m

点
＊

＊
＜

6

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
検

出
下

限
値

(
6
 
B
q
/
㎏

・
乾

)
未

満
を

示
す

。

ハ
．

1
3
4
C
s

区
　

　
　

　
分

場
　

　
　

所
　

　
　

名
番

　
　

号
4
月

1
0
月

平
均

放
出

口
付

近
5

点
混

合
G
-
4
,
H
-
3
,
H
-
4
,
H
-
5
,
I
-
4

＊
＊

＜
1

久
慈

沖
B
-
4

＊
＊

＜
1

磯
崎

沖
O
-
4

＊
＊

＜
1

比
較

対
照

海
域

北
約

2
0
k
m

点
＊

＊
＜

1

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
検

出
下

限
値

(
1
 
B
q
/
㎏

・
乾

)
未

満
を

示
す

。

表
Ｄ

 
１
４
　
海
底
土
中
放
射
性
物
質
濃
度

監
視

対
象

海
域

採
　

　
　

　
取

　
　

　
　

場
　

　
　

　
所

測
　

　
定

　
　

値
 
 
　

 
(
B
q
/
㎏

・
乾

)

監
視

対
象

海
域

採
　

　
　

　
取

　
　

　
　

場
　

　
　

　
所

測
　

　
定

　
　

値
 
 
　

 
(
B
q
/
㎏

・
乾

)

監
視

対
象

海
域

採
　

　
　

　
取

　
　

　
　

場
　

　
　

　
所

測
　

　
定

　
　

値
 
 
　

 
(
B
q
/
㎏

・
乾

)
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ニ
．

1
3
7
C
s

区
　

　
　

　
分

場
　

　
　

所
　

　
　

名
番

　
　

号
4
月

1
0
月

平
均

放
出

口
付

近
5

点
混

合
G
-
4
,
H
-
3
,
H
-
4
,
H
-
5
,
I
-
4

＊
＊

＜
0
.
8

久
慈

沖
B
-
4

＊
＊

＜
0
.
8

磯
崎

沖
O
-
4

＊
＊

＜
0
.
8

比
較

対
照

海
域

北
約

2
0
k
m

点
＊

＊
＜

0
.
8

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
検

出
下

限
値

(
0
.
8
 
B
q
/
㎏

・
乾

)
未

満
を

示
す

。

ホ
．

1
4
4
C
e

区
　

　
　

　
分

場
　

　
　

所
　

　
　

名
番

　
　

号
4
月

1
0
月

平
均

放
出

口
付

近
5

点
混

合
G
-
4
,
H
-
3
,
H
-
4
,
H
-
5
,
I
-
4

＊
＊

＜
6

久
慈

沖
B
-
4

＊
＊

＜
6

磯
崎

沖
O
-
4

＊
＊

＜
6

比
較

対
照

海
域

北
約

2
0
k
m

点
＊

＊
＜

6

備
考

　
　

1
)
　

＊
は

、
検

出
下

限
値

(
6
 
B
q
/
㎏

・
乾

)
未

満
を

示
す

。

ヘ
．

2
3
9
,
2
4
0
P
u

区
　

　
　

　
分

場
　

　
　

所
　

　
　

名
番

　
　

号
4
月

1
0
月

平
均

放
出

口
付

近
5

点
混

合
G
-
4
,
H
-
3
,
H
-
4
,
H
-
5
,
I
-
4

0
.
5
1

0
.
6
2

0
.
5
7

久
慈

沖
B
-
4

0
.
5
1

0
.
7
6

0
.
6
4

磯
崎

沖
O
-
4

0
.
4
1

0
.
3
1

0
.
3
6

比
較

対
照

海
域

北
約

2
0
k
m

点
0
.
4
9

0
.
6
3

0
.
5
6

 
表

Ｄ
 
１
４
　
海
底
土
中
放
射
性
物
質
濃
度
（
続
）

測
　

　
定

　
　

値
 
 
　

 
(
B
q
/
㎏

・
乾

)

測
　

　
定

　
　

値
 
 
　

 
(
B
q
/
㎏

・
乾

)

測
　

　
定

　
　

値
 
 
　

 
(
B
q
/
㎏

・
乾

)

監
視

対
象

海
域

採
　

　
　

　
取

　
　

　
　

場
　

　
　

　
所

採
　

　
　

　
取

　
　

　
　

場
　

　
　

　
所

採
　

　
　

　
取

　
　

　
　

場
　

　
　

　
所

監
視

対
象

海
域

監
視

対
象

海
域
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イ
．

全
β

放
射

能
及

び
3
Ｈ

区
　

　
分

場
　

　
所
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＜
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＊

 
 
＜
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＊

＜
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採
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６
　

海
岸
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２
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0
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0
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表Ｆ-１ 放射性気体廃棄物の放出量 
 

内       訳 
核 種 

年間放出量 

(GBq) 実測分(GBq) 不検出分(GBq) 

3H 

14C 

85Kr 
129I 

131I 

< 1.5 × 103 

< 2.7 × 102 

  1.4 × 106 

< 2.3 × 10-1 

< 2.1 × 10-1 

1.4 × 103 

9.0 × 10 

1.4 × 106 

6.8 × 10-2 

0.0 

7.5 × 10 

1.8 × 102 

1.1 × 104 

1.6 × 10-1 

2.1 × 10-1 

注１：2006 年 4 月から 2007 年 3 月の間に主排気筒、第一付属排気筒及び第二

付属排気筒から放出された放出量を示す。 

注２：不検出分は、測定値が検出下限値未満の場合で、検出下限値（Bq/cm3)

に該当する排気量（cm3）を乗じて、本年度分を足し合せた量（GBq)であ

る。 

注３：線量は、安全側に考え、不検出分を実測分に加えた年間放出量を用いて

算出した。 
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表Ｆ-２ 放射性液体廃棄物の放出量 
 

内       訳 
核 種 

年間放出量 

(GBq) 実測分(GBq) 不検出分(GBq) 

3H 

89Sr 

90Sr 
95Zr 

95Nb 

103Ru 
106Ru-106Rh 

129I 

131I 
134Cs 

137Cs 

141Ce 
144Ce-144Pr 

Pu(α) 

4.0 × 104 

< 5.8 × 10-2 

< 2.9 × 10-2 

< 6.6 × 10-2 

< 4.7 × 10-2 

< 2.9 × 10-2 

< 8.5 × 10-1 

< 4.2 × 10-2 

< 4.7 × 10-2 

< 2.9 × 10-2 

< 4.7 × 10-2 

< 5.8 × 10-2 

< 5.8 × 10-1 

 3.9 × 10-3 

4.0 × 104 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 × 10-2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.9 × 10-3 

8.2 × 10-2 

5.8 × 10-2 

2.9 × 10-2 

6.6 × 10-2 

4.7 × 10-2 

2.9 × 10-2 

8.5 × 10-1 

2.9 × 10-2 

4.7 × 10-2 

2.9 × 10-2 

4.7 × 10-2 

5.8 × 10-2 

5.8 × 10-1 

4.1 × 10-7 

注１：2006 年 4 月から 2007 年 3 月の間に海中放出管から放出された放出量を

示す。 

注２：不検出分は、測定値が検出下限値未満の場合で、検出下限値（Bq/cm3)

に該当する排水量（cm3）を乗じて、本年度分を足し合せた量（GBq)であ

る。 

注３：線量は、安全側に考え、不検出分を実測分に加えた年間放出量を用いて

算出した。 

JAEA-Review 2007-044

－155－



 

This is a blank page. 



���������

������������������������������������������
������������������������������������������
���������������
��������������������������������������������
�����������������
��������������������������������������������
�������������������������������������������

�� ��
� � � � � � �
� � ����� ��
� � � �
� � � � � � �
����� � � � � �
� � � � � ���
� � � � � � ��

���
�������

����������

��� ��
���������

���
���������

���
� � � � � � � ��� ��� ����������

� � � ��������� ����� �����������

� � � � � � �� ���

� � � � � � � ��������

� � � � � � � � � �� ���� ����������

������ ��� �� � � � � � ��� ���������

� � � � � � � � � � ��� �
�
�����

��

� � � � � � � � � � � ���
�������� ��� � � � � ��� �������������

� � � � � � � � � ��� ��������������

� � � � � � � � ��� �������������

� � � � � � � � � � � � � ��� ��������������

� � � � � � �� ��� �������������

� � � � � � � � ����� ����������

� � � � � � � � � � � � ���� �������������

� � � � � � � ��������� � �
� � � � � � �� �������� ������������
� � � � � �� ����� ����������������
����������� � � � � �� ���

����� �����
� � � � � � � �

� � � �� ���� ������

����� �����
�� �������� �
�����������

� � � � � �� ���� ������

���������������������������

�������
���

��� ��� �������������
� � � � � � � ���� �

��
�����

��

� � � � � � � ��������� ��� �
�
�����

��

� � � � ���������� ��� ����
��

� � � � � � � � � ����� ���
��
��

��
��

��

� � � � � � � � � � � � �����
�

���
��
��

��
��

��

� � � � � � � � � ���������� ���
�

����
��

� � � � � � � � � � ��������� ��� �
�
�����

��
��

��

������������
� � � � � � � �

����������
�����

�������� �
�
��

��
��

��

� � � � � � �
� � � � � � � �

���������� ���� �
�
��

��
��

��

� � � �
����������
���

������� ������
��
��

��

� � � � � � �
����������
� ���

�
�
��
�����

��

� � � � � � � � � � � � � ��� ������
��
��

��

� � � �
����������
� ���

�
�
��
����

� � � �
����������
� ���

�
�
��
����

� � � ��������� ��� �
��
���

��
��

�
��

�

� � � ��������� ��� ������
��
��

��

� � � � � � � � � � � � � � ����� �
�
�����

��
����

��

� � � � � � � � �
� � � � �

����������
��

��������� �
�
�����

��
��

��
����

��

������������ ���������� ���� ��
��
����

� � � � � � � � � � ���� �
�
��

��

� � � � ���������� ���� �
�
��

��
�����

��
��

�
�����

��

� � � �
����������
������� ����

�
���� �

�
��

��
�����

��
�����

��

��������������������������������

���
�������

��� ��� �� ��� ��� ��

���� � � � ���� � � �

���� � � � ���� � � � �

���� � � � � ���� � � �

��
�� � � � ��

�� ���� �

���� � � � ���� � � �

��� � � � ����� � � �

��� � � � ����� ���� �

��� � � � ����� � � �

��
� � � � � ��

��� � � � �

��� � � �� ����� � � � �

���������

�� �� ��������������
� � � � � �� �������������������������
�������� � ������������������������
� � � � �� ���������������������������

�����������������������
�������������������������������

�� �� ��������������
� � ���������
� � � �������������������������
� � � � ��������

�
���

�
�
�

� � � � � �� ���������������

� � � ��� �����������������������������
�
��

�������� � ���������������
� � � � �����������������

��������������
��������������������

�� �� ��������������
� � � ��� ��������

��
��

� � � ��� �����������
� � � � ��������������

�
��������

� � � � � �� ���������������������
� � � � �������

��
�

� � � � � � �� ������������������
� � � � � � �� ��������

��
��

� � � � �� ����������������������

� � �� �������
�
��

� � ��� ����������������������

������������������

�� �� ��������������
� � � � ��� �����������

��
��

� � � � � �� �������������
��
����

� � ���� �������������
��
��

� � ���� ��������������
��
��

� � � � ����������������
��
��

� � � � ����������
��
�

� � � � � � �� �������
���

���
��
���

��

� � � � ���������������
���

�
��������� ������������������������������

��
��

� � ���� �������������������������
� � � � � ���� ������������������
� � � � ���
� � � � � ������������

��
�

���������������������

�� �� ���������
� ��� ���������
� � �����������������
� � ����������������
� � ��������������
� � ������������������������
� � �������������������������

���� ���� �������
�
���

��
�
�

�� � �����
�
���

��� �� �����
�� � ����������������

���������������������������

�� ��
� � � � � � � � �

�

� � � � � � � � �
�

� � � � � � � � � � � ���
� � � � � � � � � � � ���

�

� � � � � � � ���
�������� ������������ ����

�

��������� ������������ �
�
���

� � � � ����������� ����

� � � � � � � � � � � � � � ���
�������� � � � � � � � � � �����

�

� � ����������� �����

� � � ������� �

���
�������

�����������������������

�������������






